
JP104 九頭竜川下流域（くずりゅうがわかりゅういき） 

福井県：坂井市、福井市、あわら市 

位置 N 36°11′ E 136°11′ 

面積 7,500ha 

 

環境構成【河川／水田】 

九頭竜川は福井県内最大の河川で、２番目に大き

い日野川が合流する地点から下流域では中州が

無く、開放水面のまま日本海に流れている。河口

部にはヨットハーバーも建設されている。両岸に

はヨシが茂り疎らな樹木林もあるが、河川敷の水

田や畑が約 50％を占める。この農耕地は海抜１

ｍ程度のため、冬期間は湿田になりガン、ハクチ

ョウ類の採餌、休息場にもなっている。また、冬

期には猛禽類も渡来する。しかし、流域の水田地

帯も用水路のパイプライン化、圃場整備による乾

田化により秋期～冬期の湿地環境が激減してい

る。 

湿田になっている河口部に近い河川敷の水田の大部分が耕作禁止となり、残された

水田は秋期のシギ・チドリ類の中継地となっており、周辺では貴重な場所となっている。 

流域の水田地帯では、道路や住宅、工場等の進出により、10年前に比してガン類の採餌

場が狭められて、特に近年は採餌・休息個体数が一極集中化している。乾田化や麦・大

豆・ソバ等の二毛作、また秋耕による二番穂の減少等がガン類の採餌環境をも狭めてい

る。採餌物は晩秋から初冬期は落穂や蕎麦の実、二番穂等が主であるが、厳冬から早春

期は麦葉が主となっているようだ。 

 

選定理由 

A4i マガン 

 

保護指定 

法的な担保がない、もしくはわずか（10パーセント未満）である 

＜保護指定の内容＞ 

県指定鳥獣保護区（加戸） 

 

写真：柳町邦光 



保全への脅威 

・水田の乾田化および大麦や大豆・ソバ等への転作により、餌の二番穂が少なくなっている。

また大麦のロゼット葉が食い荒らされないように防鳥用の糸を張っている麦畑もある。 

・農耕地が工場や住宅地化しており、採餌する場所が狭められている。 

・道路の敷設で農耕地が分断され、マガン等が利用する場所が減少している。 

＊マガンとヒシクイは加賀市片野の鴨池をねぐらにしているため、毎朝日の出時刻ごろ

に採餌のためこのエリアに飛来する。 

①このエリアは道路の敷設や建物の増設により採餌場所が狭められている。 

②餌となる二番穂が秋耕や刈り入れ期が遅くなっているため二番穂の育ちが遅く、餌が

少なくなっている。 

③圃場整備により乾田化が進み、冬季の雪が消えにくくなった。また大麦の栽培が増え、

ガンにより食害を防ぐため防鳥糸を張るところも出て来るようになった。結果として、

ガン類が飛来する場所も狭くなり、飛来数も減少している。また、パイプライン化に

より冬季の水田の湛水ができず、休耕田も激減して、シギ・チドリはほとんど飛来で

きず、8 月下旬の秋の渡り時期での確認は皆無に近くなった。 

④九頭竜川の堤防補強工事により、2015 年より堤防の拡幅工事が進められたため、堤

内地での水田耕作が禁止されて、耕作放棄地となり、ヨシおよび低木の繁茂により、

マガンやコハクチョウ等の飛来が無くなった。チュウヒ等の猛禽類は増えたように思

われる。 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

減っている 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：有 

＜調査データの入手方法＞ 

加賀市鴨池観察館  

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

変化がある：  舞い降りる場所が狭められ、餌も少なくなっている。                                                                

・IBA 選定基準種の生息環境： 

悪い（40～70％が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：無 

 

保全活動 

・環境管理：実施者（土地所有者 および 農業者） 

・モニタリング調査：実施者（日本野鳥の会福井県） 

飛来数の定期的なカウント 



ガンカモ類の個体数一斉調査（年一回） 

 ガン類の飛来コースの調査 

 ガン・ハクチョウ類の採餌、休息場の場所と個体数の調査 

・環境教育活動：探鳥会の実施 

 ガン類の探鳥会（地元中学校の環境学習、日本野鳥の会福井県） 

 

IBA サイトの保全に関係する地域のグループ 

・日本野鳥の会福井県 

・加賀市鴨池観察館 

 

見られる鳥 

主として冬鳥の飛来地となっている。毎年加賀市鴨池にマガンが約 2,500羽余り、オオヒシ

クイが約 500羽余り、その他数羽のカリガネ、シジュウカラガン、サカツラガン等がねぐら

として飛来し、これらのガン類の採餌場および休息地として毎朝九頭竜川下流域へ飛んで

くる。チュウヒ、ハイイロチュウヒ、ノスリ、チョウゲンボウ、コチョウゲンボウ等の猛禽

類、希にコミミズクなども出現する。2008年には 20羽余のケアシノスリが飛来した。 

 留鳥 セッカ、カワウ、カルガモ、ホオジロ、キジ、オオタカ、ミサゴ 

夏鳥 オオヨシキリ 

冬鳥 
マガン、オオヒシクイ、コハクチョウ、チョウゲンボウ、ハイイロチュウヒ、ノ

スリ、チュウヒ、ホオアカ 

旅鳥 
チュウシャクシギ、タカブシギ、トウネン、アオアシシギ、キアシシギ、セイ

タカシギ  ＊全て春期（秋はほとんど無し） 

迷鳥 ヘラサギ、ズグロカモメ 

 

関連団体・自治体・施設等 

・日本野鳥の会福井県  

 



 


